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考えられた上位6因子は表2の通りである。30mより

浅い，一日2本以内の潜水を行ったにも関わらず減圧

症に罹患した者については，層別解析の結果より，「当

日の体調不良」なども誘因になっていると考えられた。
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背景と目的

減圧症発症には様々な要因が考えられている。し

かし，これまでの研究の多くは単一または少数の因

子の検討に限られ，発症要因間の相対的重要度に言

及したものは少ない。このような背景をふまえ，我々

は昨年の報告において，減圧症を発症したレジャーダ

イバーと発症しなかった対照群について，ダイビング

の前・中・後の身体状況，環境，行動を調査し，減

圧症発症の誘因を検討した。今回，減圧症群と対照

群の症例数を増やし，減圧症発症の誘因について，

より詳細かつ高い精度にて解析した。また，各要因

のリスクの大きさを定量評価した。

対象と方法

減圧症群は，本院を受診し，減圧症と診断された

患者195名とした。対照群は，伊豆半島にて直近の

ダイビングを行った健常ダイバー161名とした。両群

に対し，減圧症の誘因として推測される個人のプロフ

ィール，当日の体調，および潜水深度や本数などの

ダイビングプロフィールに関する35項目の因子を調査

し，各因子の減圧症発症への関与を統計学的に検討

した。統計学的検討については，クラスタ解析の結

果に基づいて対象を層別し，各層ごとに上記の各因

子について，Wilcoxonの順位和検定を行うことにより

2群間比較を行い，さらにオッズ比を求めることにより

リスクの大きさを評価した。

結果と考察

クラスタ解析の結果に基づいて「一日最大3本以上

潜ったか否か」「水深30m以深に潜ったか否か」によっ

て対象者を3層に分け，層別解析を行った。オッズ比

が高く減圧症の重要なリスクファクターと考えられた

上位8因子は表1，オッズが低く減圧症の予防因子と

表1　�オッズ比が3を上回った8項目。割合は各群でそれ
ぞれ「はい」と答えた者の割合を示す。p値は群間比
較の検定結果

表2　�オッズ比が0.5を下回った6項目。「睡眠不足（6時
間未満）でしたか」も0.5を下回ったが，対照群の取
り方の影響と考えられるため除外している




